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訪問調査日 平成２４年１月１３日

　「地域の中で共に暮らす」という理念のもと、入居者一人ひとりの生活を大切にしながら、できるだけ
今までの生活や人間関係の継続が出来るよう個々の思いを汲み取りながら地域との関わりを大切に
している。
　市主催の敬老会や芸能祭、地域の盆踊りや保育園との交流など様々な関わりを持ちながら、今まで
の関係性の継続を大切にしている。
　一人ひとりが役割を持ちながら生き生きと生活できるよう、そして外食やドライブ、行きたい所への外
出など楽しみをもって生活できるよう関わっている。

基本情報リンク先

新潟県五泉市太田２丁目１番３号所在地

評価結果市町村受理日平成２３年１１月２９日

はあとふるあたごグループホーム五泉

自己評価及び外部評価結果

1571700259

法人名 株式会社　はあとふるあたご

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

平成16年6月に開設したホームはデイサービス・居宅介護支援・福祉用具を展開する会社が
認知症高齢者の方に「地域の中で共に暮らす」という理念を掲げ開所した。理念を意識して、
地域行事の情報を収集し敬老会・盆踊り・芸術祭・発表会等、利用者の意向を聞きながら積
極的に参加している。地域行事に出向くことで、挨拶は勿論のこと地域の方の理解も得られ、
顔を覚えてもらい声をかけてもらえるようになった。昨年の水害をきっかけに、運営推進会議
で災害時の対応について話し合い、町内の防災会に連絡体制をお願いしたり避難訓練に参
加してもらう等、協力関係を築いている。
広いフロアに何箇所にもベンチやソファ・椅子を設置しており、利用者はお気に入りの場所で
横になったり、ﾃﾚﾋﾞを見たり談話を楽しみ思い思いに過ごしている。畑で保育園児と一緒に収
穫したり梅干づくり・おやつ作りを行ない、役割を持ち職員と共に楽しんでいる。
職員は、利用者一人ひとりがその人らしく生活できるよう制約せず、できることはしてもらい一
緒に取り組み、関わりを大切に支援している。職員同士の人間関係は良好で、楽しくやりがい
を感じる職場であり、利用者にも笑顔で家族のように温かく接している。安全に楽しく生活して
もらえるよう協力して統一したケアを提供している。
家族と共に利用者を支えていきたいと利用者・家族の思いを大切にし、サービスの質の向上
に取り組んでいるホームである。

　

　（様式２）

新潟県三条市東三条１-６-１４　（調査事務局：新潟県三条市高岡１５５）
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事業所名

評価機関名

自己評価作成日
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